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春
夏
秋
冬
、
季

節
の
気
候
が
お
か

し
い
。
異
常
気
候

が
当
た
り
前
に
な

っ
て
来
た
。
あ
る

外
国
の
方
が
「
日

本
人
の
会
話
は
、

先
ず
天
候
の
挨
拶
か
ら
始
ま

る
」
と
、
言
っ
て
い
た
。
確
か

に
私
も
天
気
・
気
候
関
係
の
挨

拶
か
ら
入
る
事
が
多
い
。
相
手

と
の
場
を
持
た
せ
る
時
や
、
特

別
に
寒
か
っ
た
り
、
暑
か
っ
た

り
、
季
節
の
移
り
変
わ
り
に
よ

る
挨
拶
。
日
本
の
四
季
な
ら
で

は
の
挨
拶
だ
と
思
う
。

　

近
年
特
に
雨
の
降
り
方
が
異

常
だ
。
集
中
豪
雨
・
ゲ
リ
ラ
豪

雨
・
局
地
的
大
雨
や
大
雪
。
短

時
間
に
記
録
的
な
雨
量
が
計
測

さ
れ
、
水
害
等
の
予
測
に
対
し

「
身
の
安
全
を
守
れ
」
と
報
道

さ
れ
、
各
機
関
・
個
人
等
に
危

機
管
理
の
重
要
性
を
説
い
て
い

る
。
八
月
東
京
で
は
連
続
二
十

一
日
の
雨
日
を
記
録
。
収
穫
の

秋
九
月
に
は
雨
が
少
な
く
、
山

の
宝
（
き
の
こ
）
は
不
作
だ
。

十
月
は
猛
暑
か
と
思
え
ば
長
雨

が
続
き
、
寒
暖
の
差
が
激
し
く

体
調
を
崩
し
た
方
も
多
い
の
で

は
。
沖
縄
海
域
で
は
海
水
温
度

が
一
度
二
度
上
昇
し
て
お
り
、

十
月
台
風
が
発
生
し
た
。
災
害

に
備
え
危
機
管
理
を
高
め
た
い
。

は
土
木
の
専
門
学
校
に
二
年
通

い
、
修
行
の
つ
も
り
で
就
職
し

た
杭
、
山
留
と
い
う
専
門
工
事

の
会
社
に
、
気
が
つ
け
ば
十
四

年
間
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
充
実
し
た
忙
し
さ
の
中
、

結
婚
し
、
二
人
の
子
供
を
授
か

り
、（
少
々
今
の
仕
事
と
は
違

う
け
ど
）
知
識
と
技
術
を
持
ち

帰
り
、
四
月
か
ら
北
原
組
で
働

い
て
い
ま
す
。

　

今
更
の
帰
郷
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
北
原
組
は
創
業

百
年
を
超
え
、
両
親
は
還
暦
を

が
来
ら
れ
、
皆
さ
ん
の
作
品
を

熱
心
に
鑑
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
十
一
月
三
日
の
文
化

の
日
に
は
、
体
育
館
に
お
い
て

ス
テ
ー
ジ
発
表
、
音
楽
祭
が
合

同
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

合
同
で
の
開
催
は
今
回
初
め

て
と
な
り
ま
し
た
が
、
町
内
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
華
麗
な
踊
り
、

コ
ー
ラ
ス
、
和
洋
楽
器
の
演
奏
、

心
打
つ
詩
の
朗
読
等
の
発
表
が

　

小
海
町
で
株
式
会
社
北
原
組

の
現
社
長
の
長
男
と
し
て
生
ま

れ
、
高
校
卒
業
後
に
東
京
へ
出

て
、
今
年
の
三
月
に
帰
郷
し
て

半
年
が
経
ち
ま
し
た
。
東
京
で

　

秋
も
深
ま
る
中
、
第
四
十
五

回
小
海
町
文
化
祭
が
十
月
三
十

一
日
か
ら
十
一
月
五
日
ま
で
北

牧
楽
集
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

会
場
の
ホ
ー
ル
に
は
、
グ
ル

ー
プ
、
個
人
の
方
の
か
ら
出
品

さ
れ
た
書
道
、
盆
栽
、
俳
句
、

絵
画
、
手
芸
等
多
く
の
作
品
が

展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
連
日
、
多
く
の
方

迎
え
、
妹
の
旦
那
が
婿
と
し
て

北
原
組
に
入
っ
て
く
れ
て
、
こ

れ
を
機
に
妻
と
子
供
た
ち
に
つ

い
て
き
て
も
ら
い
ま
し
た
。
久

々
に
会
う
周
り
の
方
々
は
「
人

口
を
四
人
も
増
や
し
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
」
と
冗
談
交
じ
り

に
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
妻
は

埼
玉
県
育
ち
で
、
三
月
末
の
引

っ
越
し
た
翌
朝
、
ま
さ
か
の
雪

景
色
を
見
て
二
日
目
で
ホ
ー
ム

シ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

車
の
免
許
も
な
く
、
小
海
に
来

て
か
ら
早
速
教
習
所
通
い
。
無

事
に
運
転
免
許
を
取
得
し
ま
し

た
が
、
初
心
者
マ
ー
ク
の
水
色

の
車
に
は
優
し
く
し
て
あ
げ
て

下
さ
い
。
小
海
小
学
校
二
年
生

の
娘
は
、
登
校
初
日
か
ら
ど
ん

ど
ん
友
達
が
で
き
、
休
み
の
日

に
は
学
年
問
わ
ず
家
に
友
達
が

遊
び
に
来
て
く
れ
ま
す
。
二
才

の
息
子
は
、
す
ぐ
に
障
子
に
穴

を
あ
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

ま
ぁ
ず
よ
た
で
困
り
ま
す
。

　

夏
休
み
に
東
京
の
友
達
家
族

が
遊
び
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。

車
で
移
動
中
、
国
道
の
横
断
歩

道
で
待
つ
女
の
子
が
い
た
の
で

停
車
し
、
渡
り
終
わ
る
と
振
り

返
っ
て
お
辞
儀
を
す
る
そ
の
子

を
見
て
、
友
達
は
「
美
し
い
も

の
を
見
た
！
」
と
大
き
な
声
で

言
い
ま
し
た
。
小
海
町
の
小
学

行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
始
め
て
昔
懐

か
し
い
紙
芝
居
の

発
表
も
行
な
わ
れ
、

観
客
の
皆
さ
ん
か

ら
は
大
き
な
拍
手

が
起
き
て
い
ま
し

た
。

　

十
一
月
十
一
日

㈯
、
十
二
日
㈰
に

佐
久
穂
町
茂
来
館

に
お
い
て
南
佐
久

郡
総
合
文
化
展
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
ち
ら
に
も
是
非
、

お
出
か
け
下
さ
い
。

生
、
中
学
生
が
あ
た
り
ま
え
の

よ
う
す
る
行
動
が
、
友
達
に
は

驚
く
べ
き
こ
と
だ
っ
た
よ
う
で

す
。
思
い
返
せ
ば
東
京
で
は
、

隣
に
住
ん
で
い
る
人
の
名
前
も

知
ら
な
い
と
い
う
人
が
多
い
中
、

私
は
近
所
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た

ち
と
あ
た
り
ま
え
の
よ
う
に
立

ち
話
を
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の

小
海
町
で
培
わ
れ
る
「
大
切
な

あ
ま
り
ま
え
」
で
子
供
た
ち
が

成
長
し
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
小
学
校

の
運
動
会
の
最
後
の
あ
た
り
ま

え
の
バ
ン
ザ
イ
を
見
て
、
嫁
は

「
な
ん
で
バ
ン
ザ
イ
？
」
と
言

っ
て
い
ま
し
た
。

（183）

芦
谷

　北
原

　拓
也

芸
術
の
秋
到
来
！

第
四
十
五
回
小
海
町
文
化
祭
開
催
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今
年
度
の
町
民
秋
の
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
は
、
十
月
九
日
東
御
市

の
烏
帽
子
岳
（
え
ぼ
し
だ
け
）

に
登
っ
て
来
ま
し
た
。

当
日
の
天
気
は
と
て

も
よ
く
、
絶
好
の
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
日
和
で

し
た
。

　

今
回
登
山
道
の
入

口
か
ら
湯
の
丸
キ
ャ

ン
プ
場
ま
で
の
コ
ー

ス
が
工
事
で
通
行
止

め
だ
っ
た
た
め
第
一

ゲ
レ
ン
デ
か
ら
登
り

始
め
途
中
、
臼
窪
湿

原
を
通
り
山
頂
を
目

指
し
ま
し
た
。
途
中

何
箇
所
か
急
な
難
所

も
あ
り
ま
し
た
が
参

加
者
は
難
な
く
登
り

き
り
健
脚
ぶ
り
を
見
せ
て
く
れ

ま
し
た
。
烏
帽
子
岳
の
見
所
は

頂
上
の
展
望
で
す
。
標
高
二
〇

六
六
ｍ
の
頂
上
で
は
高
い
木
々

も
無
く
、
湯
の
丸
山
や
上
田
地

域
一
帯
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
紅
葉
も
始
ま
り
赤
や
黄

色
に
綺
麗
に
色
づ
い
た
木
々
の

間
を
気
持
ち
よ
く
歩
け
ま
し
た
。

　

帰
り
は
登
り
と
は
少
し
違
う

鐘
分
岐
の
コ
ー
ス
を
歩
き
、
行

き
と
は
ま
た
違
う
景
色
を
楽
し

み
な
が
ら
下
山
し
ま
し
た
。
秋

晴
れ
の
中
気
持
ち
よ
く
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
を
行
う
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

　

参
加
者
の
皆
様
お
疲
れ
様
で

し
た
。

10
分
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

試
合
は
強
打
の
第
9
・
10

分
館
に
対
し
守
備
で
粘
る

第
5
分
館
の
試
合
展
開
と

な
り
、
セ
ッ
ト
カ
ウ
ン
ト

二
対
一
で
第
9
・
10
分
館

が
競
り
勝
ち
、
四
連
覇
を

果
た
し
ま
し
た
。

　

試
合
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

優　

勝　

第
9
・
10
分
館

準
優
勝　

第
5
分
館

第
三
位　

第
1
分
館

第
四
位　

第
2
分
館
Ａ

投
げ
る
回
数
を
重
ね
て
い
く
ご

と
に
上
手
に
な
り
、
ジ
ェ
ッ
ト

ロ
ー
ラ
ー
が
ポ
イ
ン
ト
ゾ
ー
ン

の
中
心
付
近
に
止
ま
る
と
、
チ

ー
ム
同
士
で
盛
り
上
が
り
を
見

せ
て
い
ま
し
た
。

　

決
勝
戦
は
第
7
分
館
と
第
8

分
館
で
行
な
わ
れ
、
接
戦
の
末

子
ど
も
の
み
の
チ
ー
ム
の
第
8

分
館
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
寒
く
な
る
季
節
に

な
り
ま
す
が
、
分
館
の
冬
季
活

動
と
し
て
、
地
区
の
公
民
館
で

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
を
行
な
っ
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

試
合
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。

　

優　

勝　

第
8
分
館

　

準
優
勝　

第
7
分
館

　

第
三
位　

第
3
分
館

　

第
三
位　

第
11
分
館
Ａ

　

第
四
十
五
回
分
館
対
抗
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
大
会
が
九
月
二
十
六

日
、
二
十
七
日
の
二
日
間
に
わ

た
り
、
小
海
中
学
校
体
育
館
に

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
各
分
館
チ
ー
ム
編
成

に
苦
慮
す
る
中
、
九
分
館
十
一

チ
ー
ム
の
参
加
の
大
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

試
合
は
、
二
ブ
ロ
ッ
ク
に
別

　

今
年
で
八
回
目
と
な
り
ま
し

た
分
館
対
抗
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
大

会
が
、
十
月
二
十
九
日
に
北
牧

楽
集
館
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

当
日
は
雨
が
降
り
、
肌
寒
い

中
に
も
関
わ
ら
ず
八
分
館
十
チ

ー
ム
の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

試
合
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式

で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
負
け
て

し
ま
っ
た
チ
ー
ム
で
も
敗
者
復

れ
、
各
チ
ー
ム
二
試
合
を
行
い
、

各
ブ
ロ
ッ
ク
の
一
位
が
決
勝
戦

に
進
む
も
の
で
、
女
性
の
皆
さ

ん
に
混
ざ
り
男
性
の
皆
さ
ん
も

ボ
ー
ル
を
追
い
、
各
試
合
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

決
勝
戦
は
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
共
に

二
勝
で
第
1
分
館
に
ポ
イ
ン
ト

率
で
上
回
っ
た
第
5
分
館
と
Ｂ

ブ
ロ
ッ
ク
唯
一
二
勝
の
第
9
・

活
戦
を
行
い
、
再
び
試
合
が
で

き
る
よ
う
に
し
て
カ
ロ
ー
リ
ン

グ
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を

参
加
者
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

各
分
館
、
子
ど
も
の
み
の
チ

ー
ム
、
子
ど
も
と
大
人
と
の
混

成
チ
ー
ム
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た

が
、
分
館
の
役
員
さ
ん
で
構
成

さ
れ
た
チ
ー
ム
も
あ
り
、
サ
ー

ク
ル
に
向
か
っ
て
ジ
ェ
ッ
ト
ロ

ー
ラ
ー
を
投
げ
て
い
ま
し
た
。

第
9
・
10
分
館
四
連
覇

第
四
十
五
回 

分
館
対
抗

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
開
催

平成29年度
町民秋のトレッキング

烏帽子岳へ

寒
さ
を
吹
き
飛
ば
す
熱
戦

第
八
回 

分
館
対
抗

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
大
会
開
催
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み ん な の 楽 集 館

　北牧楽集館ミニギャラリーにおいて開館
2周年記念昭和30年代なつかしい銀幕スタ
ーのイラスト・チラシ・ブロマイド展が開
催されています。
　これらの品は土村栄町の井出正孝さんが
所有されているもので、ギャラリーには昭
和30年代の時代劇スター、片岡千恵蔵、
市川歌太衛門、中村（萬屋）錦之助らのイ
ラスト、ブロマイド、馬流劇場、旧佐久町
の栄座等のチラシが展示されました。
　イラストは井出さんがスチール写真を見
ながら描かれたもので、写真と見間違うば
かりの出来栄えです。
　来館された方は当時憧れの銀幕のスター
を懐かしまれていました。

　10月12日、地域歴史講座が開催されました。
　当日は、今にも雨が降り出しそうな天気の中、宿岩
善人さんを講師に鎰掛地区の各所を廻りました。
　参加された皆さんは小海交番向かいの退避場を出発
し、国道を歩きながら、旧鎰掛トンネルがあった場所
や下抜井の割れ石、江戸文政年間、幕府に道と橋の復
旧の直訴をした新津善左衛門のお墓などを廻りまし
た。宿岩さんより新津善左衛門は本来死罪になるとこ
ろ、禁足の後放免となり、道と橋が復旧されたという
説明を受け、先人の偉業を改めて感心していました。
　最後に、地区の高台から宿岩さんがお持ちの古い写
真を見ながら、国道やＪＲの通っている場所の移り変
わりを確認しました。

なつかしい銀幕スター イラスト・チラシ・ブロマイド展

■青い花　瀬戸内寂聴　少女小説集
　瀬戸内寂聴

三島由紀夫に絶賛されたタイトル作をはじめ、デ
ビュー前に寄稿した少女小説や童話の中から著者
が思入れ深い作品を収録した初の少女小説集。あ
なたの持っている寂聴のイメージと比べてみては
いかがでしょうか。

■オトナの一休さん
　ＮＨＫオトナの一休さん制作班

文献を元に、禅僧・一休宗純をアニメ化した「オ
トナの一休さん」のコミカライズ本。破天荒で魅
力的な一休さんと一休みしませんか？一休さんや
室町時代を知る一冊に。

・お話しの会　11月18日㈯　午前10時～
　　　　　　　12月23日㈯　午前10時～
・手 芸 教 室　11月23日（木・祝）　午前9時30分～
　　　　　　　子供向け・大人向けの手芸です。
　　　　　　　12月21日㈭　午前9時30分～
　　　　　　　お正月向けの手芸です。

図書館をご利用下さい
　北牧楽集館の図書館には
多くの書籍、雑誌を揃えて
います。
　毎月、新刊は150冊程、
雑誌は40冊程入っていま
す。
　大きい活字の小説や、朗読ＤＶＤも揃えてあります。
　定期的にお話会、教室・イベントを開催しています
ので、図書館にお気軽にお立ち寄り下さい。

新刊ピックアップ

今月の図書館地域歴史講座
鎰掛地区の歴史を再発見しました
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室
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日
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日
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松
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湖
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ト
大
会
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の
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）
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日
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10
日
㈰
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ト
大
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の
部
）
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）
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教
室
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日
㈬
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日
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日
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○
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12
月
18
日
㈪

○
移
動
図
書

　

毎
月
第
1
・
第
3
火
曜
日（
休

日
の
場
合
は
、
そ
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翌
日
）
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開
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ー
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水
曜
日
休
館

12
月
・
1
月
の
生
涯
学
習
事
業

　当日は、小諸市古文書調査室室長
斉藤洋一さんによる部落差別問題に
ついての講演のほか、意見体験発
表、人権に関する標語、ポスターの
展示も行われます。
　人権について知り、考える良い機
会ですので、多くの皆様のご参加を
お願いします。

講師に斉藤洋一さんを迎え、
第2５回 人権を考える

町民の集いが開催されます

日　時：11月26日㈰　午後1時30分から
場　所：小海町総合センター

　秋も深まった10月15日、町音楽堂で舘野泉ピア
ノ・リサイタルが開催されました。
 今回で23回目となるリサイタルはクラリネットの
二宮和子さんを迎え、あいにくの雨にもかかわらず
町内外から多くの方が来場されました。
　80歳を越えてなお、精力的に活動されている舘
野泉さんの演奏に観客の皆さんは耳を傾けていまし
た。また、二宮和子との演奏ではピアノとクラリネ
ットの調べにホールは大きな歓声に包まれました。
　今年度の音楽堂コンサートは終了しましたが、来
年度も5月から6回のコンサートを開催する予定で
すので、多くの皆さんに音楽に触れていただきたい
と思います。

舘野 泉 ピアノ・リサイタル開催

小海のお宝100選 57
みどり池から天狗岳の眺望

　快晴の日にはみどり池
に天狗岳の姿が見事に映
ります。そして、この場
所は多くの登山愛好者の
癒しの場でもあり、フォ
トポイントにもなってい
ます。言葉にならない美
しさとはこのことをいう
のではないでしょうか。登山の疲れも一気に吹き飛
んでしまいます。
　この景色をぜひ一度ご覧ください。

稲子湯

小海リエックス

みどり池・しらびそ小屋

八岳の滝

「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
創
」

か
ら
の
お
知
ら
せ
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共育の広場共育の広場
教 育 委 員 会 だ よ り

教 育 こ う み …１１月号…
Vol.25

共育の広場

◇10月に秋の読書週間が実施されました。校長先生からの本の紹介があったり、図書委員会によるパネルシア
ターがあったりと本の世界への誘いがたくさんありました。その中の一つに読み聞かせではなく語りによるお話
の会も行われ、頭の中で無限に広がる想像の世界を楽しみました。◇じっくりと語りを聞いた合間には少しリラ
ックスするために遊びの時間もあり、今回は手遊びと「魚・鳥・木（ぎょ・ちょう・もく）」という遊びをしま
した。「ぎょ・ちょう・もく　申すか申さぬか？」の問いに「申す、申す」
と答えると、リーダーから指名された人は、例えば「ぎょ」の指定に、何か
魚の名前を素早く答えなければならないルールです。「もく」にはさすが小
海小学校の子どもたちです、真っ先に「いちょう」が答えに出ました。◇お
話の時には思い切り笑ったり、怖がったり、遊びの時にも協力して答えよう
と一生懸命になる、すてきな時間をいただきました。◇これから夜が長くな
ります。ノーメディアデーで過ごした良さをご家庭毎に取り入れていただき、
お家の方とじっくり向き合える時間を持っていただけるとありがたいです。

　地域の更生保護女性会の皆様を講師に、10月23日には3年2組、27日には3
年1組が「おやき作り」に挑戦しました。生徒は家庭でおやきを作る経験は少
なく、郷土料理を知り、地域食材へも興味・関心を高める機会となりました。
最後に、地域の皆様と作ったおやきを一緒に楽しく食べることができました。
更生保護女性会の皆様には、中に入れる具材をご準備いただくなど、ご協力あ
りがとうございました。これからも地域の皆様にご支援をいただき、地域に開
かれた学校を目指してまいります。

生活記録より

〇･･･おやきは野沢菜や切干大根、かぼちゃ、あんこの 4 種類を
作りました。地域の方と色々話しながら作ったので、郷土料理の
ことをよく知ることができ、自分たちの住んでいる場所について
も興味をもてました。また、おやきは意外と簡単にでき、コツも
教えてもらえたので、いつか自分でも作りたいと思いました。

　10月2日～5日、2年生は沖縄へ修学旅行に行ってきました。
　1日目は沖縄に到着後、沖縄戦体験者の大

お お

嶺
み ね

初
は つ

子
こ

さんの講演を聞きま
した。実際に戦時中に数カ所の壕を転々とし、家族や友人を大勢亡くし、
ご自身も米軍の捕虜になって終戦を迎えた体験を生々しく語っていただ
き、生徒たちも真剣に耳を傾けていました。
　2日目は平和学習の日。ガマ入壕体験や、ひめゆりの塔と資料館見学、
平和祈念公園でのセレモニーを行いました。その後、普天間基地を「嘉

か

数
か ず

の高台」から、嘉手納基地を「道の駅かでな」から見学しました。平
和祈念公園のセレモニーでは、曾祖父が沖縄戦で犠牲になった生徒2名が「平和の祈り」を朗読しました。
　3日目は沖縄の自然と文化を体験する日。美ら海水族館を見学後、「マリンスポーツ」「マングローブカヌー」
「琉球村伝統文化体験」の3コースに分かれて、それぞれ体験をしました。
　最終日は、首里城を見学後、国際通りで散策・買い物をし、多くの思い出を胸に帰路につきました。
　天候も良い中、戦争の悲惨さや平和の大切さを改めて学び、沖縄特有の自然と文化の魅力に触れることのでき
た有意義な修学旅行となりました。

小海小学校 「やまぼうし」のみなさんの語りによりお話の世界へ　

小海中学校 郷土料理のおやき作り体験

今! 小海高校 沖縄修学旅行をおえて

大嶺初子さんによる講演

10月12日…教育課程の研究授業（英語）
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教育委員会情報　9月・10月

　今年度から小海小学校でお世話になっています。
実は、私の母が小海町出身で幼いころよく遊びに来
ていたこともあり、昨年度末に赴任先を知ったとき
には大変驚きました。それと同時に、ゆかりの地で
あるこの小海町で小海小学校の皆さんと共に学べる
ことを嬉しく思いました。
　小海小学校の子どもたちは、とても素直で一生懸
命物事に取り組むことができ、そのような姿に日々
元気をもらうと共に、多くのことを学ばせてもらっ
ています。
　私自身のことを振り返っても小学校の6年間は、
人生の中で最も多くの経験や学びを得ることができ
たかけがえのない時間であったと思います。国語や
算数の授業での学びももちろん大切ですが、友達と
のかかわりの中で学ぶことも小学校生活の中では特
に大切で、その経験は自分自身の財産になると感じ
ています。
　先日「将来なりたいものや目標はありますか？」
と問いかけると、目をキラキラと輝かせて一人ひと
りが夢や目標を語ってくれました。自分の目標をも
ち、それに向って努力することが自分を成長させて
くれます。私は小海小学校職員として、お手伝いが
できればと思っています。
　地域の皆様、いつも温かな目で子どもたちを見守
り、支えていただきありがとうございます。今後と
もよろしくお願いします。

熱 い 共育人
小海小学校
1年1組担任
井出 明佳里

vol.23
●9月教育委員会（平成29年9月25日）
議案 1　学力学習状況調査の分析について

・全国学力テスト及び学習状況調査の分析
について了承しました。

議案 2　学力向上に関わる県教委との懇談について
・県教委との意見交換について了承しまし
た。

議案 3　文化財調査委員の委嘱について
・14名の委嘱について承認しました。

中学校組合教育委員会（平成29年9月25日）
議案 1　学力学習状況調査の分析について

・全国学力テスト及び学習状況調査の分析
について了承しました。

議案 2　学力向上に関わる県教委との懇談について
・県教委との意見交換について了承しまし
た。

●10月教育委員会（平成29年10月26日）
議案 1　学力向上対策について

・学力向上対策について了承しました。
議案 2　いじめ対策等学校運営について

・いじめ対策等学校運営について了承しま
した。

議案 3　後援依頼について
・後援依頼について 3件承諾しました。

協議 1　要望書について
・要望書について協議しました。

中学校組合教育委員会（平成29年10月26日）
議案 1　学力向上対策について

・学力向上対策について了承しました。
協議 1　組合議会の視察研修について

・視察研修日程について確認しました。

　10月26日、日本サッカー協会主催のJFAこころのプロジェクト「夢
の教室」を、元バスケットボール選手の寺田弥

や え こ

生子さんを夢先生に迎え
てミニゲームと授業を行ないました。
　寺田さんは、小学生からバスケットボールを始め、高校で全国大会ベ

スト4になり、そして実
業団チームに入りました。
その後、初めてのケガに
苦しみ挫折を経験し、
「仲間」、「家族」の支え
により復活を果たし、チームを日本一へ導くなど、実体験に基づきお話をいた
だきました。
　児童はそれぞれ将来の夢を思い描き「プロの野球、サッカー選手」をはじめ、
町民を健康にする「保健師」、漢字を頑張って「教師」になりたい等の夢を発
表しました。

小学校５年生“夢授業”を体験



平成29年11月10日 第 4 9 9 号 (　)8役場からのおしらせ

第147号

http://www.koumi-town.jp/　　E-mail koumi@koumi-town.jp

もくじ
10月11日㈬に女性議会開催される ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥8～10
戸籍の窓‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 10
町税等納期のお知らせ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 11
太陽光発電設備は、償却資産として原則申告が必要です‥‥‥ 11
配偶者控除と配偶者特別控除の改正について‥‥‥‥‥‥‥‥ 12
佐久税務署からのお知らせ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 13
ふるさと納税者‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 14
町政ご意見箱 意見一覧 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 14
「インフルエンザ予防接種」と
　　接種費用の助成についてのお知らせ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 15
すこやかBOX ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 16
100歳を迎える皆さんにお祝い状贈呈 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 17

お元気ですか？ 地域包括支援センターです ‥‥‥‥‥‥‥‥ 17
「里親（家庭養護）推進フォーラム
　　～こどもたちの幸せのために～」の開催‥‥‥‥‥‥‥‥ 17
子育て小海ちょこっと情報‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 18
小海町交通安全協会 フォトニュース ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 18
シリーズ防災�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 19
第48回小海町・北相木村・南相木村花卉園芸品評会 ‥‥‥‥ 20
秋の直売所祭りが開催されました‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 21
お子さまの教育資金を「国の教育ローン」がサポート！‥‥‥ 21
フォトトピックス‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 22
くらしの情報‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 23

◦女性の皆さんが常日頃思っていることや感じていることを、町長へ直接質問、要望をし、町づくりに
反映させるため開催されました。議長に依田久代さん、副議長に北原富美子さんを選出し、8名の女
性議員の皆さんにより一般質問が行われ、多くの意見が出されました。13名の傍聴者の中、午後1時
開会し4時30分まで行なわれました。

◦女性議員の氏名等

10月11日㈬に女性議会開催される

1

2

3

4

5

6

7

8

井　出　紀　子

倉　島　実希恵

鷹　野　マ　リ

小須田　真　美

関　　　繁　子

篠　原　房　子

北　原　富美子

依　田　久　代

松 原

八 那 池

松 原

土 村

馬 流

土 村

東 馬 流

土 村

議席 議席氏　　名 氏　　名住　所 住　所
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遇
力
な
ど
ア
ッ
プ
を
目

指
し
ま
す　

③
相
手
の
気
持
ち

を
し
っ
か
り
捉
え
て
親
切
丁
寧

な
対
応
に
努
め
ま
す

二
．
町
の
財
政
に
つ
い
て

①
財
政
健
全
化
法
の
指
標
を
わ

か
り
や
す
く
（
町
会
計
状
況
が

良
く
わ
か
ら
な
い
）　

②
ラ
ス

パ
イ
レ
ス
指
数
結
果
で
町
長
の

見
解
は（
改
善
す
べ
き
こ
と
は
）　

③
大
田
団
地
、
町
営
住
宅
の
実

情
と
今
後
の
計
画
は

▼
町
長　

①
健
全
財
政
に
努
め

そ
の
結
果
も
出
し
て
い
ま
す　

②
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
は
平
均

値
よ
り
高
い
が
す
べ
て
で
は
な

い
、
職
員
の
や
る
気
を
出
さ
せ

る　

③
団
地
完
売
に
今
後
も
努

め
ま
す

三
．
太
陽
光
発
電
設
備
に
つ
い

て

①
農
地
転
用
の
実
態
は　

②
町

独
自
規
制
の
有
無　

③
運
営
会

社
と
の
契
約
等
は

▼
町
長　

①
現
在
町
内
に
二
十

五
箇
所
あ
る　

②
十
二
月
議
会

を
目
指
し
て
条
例
改
正
を
行
う

予
定　

③
個
々
の
契
約
に
よ
る

四
．
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
充
実
を

①
管
理
、
更
新
は
ど
の
よ
う
に　

②
全
体
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
予
定
は　

▼
町
長　

①
総
務
課
で
管
理
、

更
新
は
各
課
・
係
で　

②
来
年

度
予
定
し
た
い

関

　繁
子

一
．
超
少
子
高
齢
化
の
小
海
町

の
現
状
、
今
後
の
町
づ
く

り
に
つ
い
て

①
十
、
二
十
年
後
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
長
期
的
計
画
の
作
成
は　

②
子
供
た
ち
が
将
来
小
海
町
で

「
暮
ら
し
た
い
」
と
思
え
る
具

体
策
は（
奨
学
金
給
付
制
度
を
）　

▼
町
長　

①
平
成
三
十
一
年
度

か
ら
の
十
年
計
画
第
六
次
長
期

振
興
計
画
の
中
に
反
映
さ
せ
た

い
②
「
小
海
町
総
合
支
援
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
」
に
記
載
、
ふ
る
さ

と
教
育
を
推
進
し
ま
す

二
．
観
光
に
つ
い
て

①
観
光
資
源
の
発
掘
と
活
用
、

観
光
客
誘
致
の
具
体
的
企
画
を

（
旅
行
会
社
と
の
ツ
ア
ー
や
撮

り
鉄
フ
ァ
ン
呼
込
み
企
画
な

ど
）

▼
町
長　

①
観
光
は
町
の
重
要

な
施
策
で
す
、
ご
提
案
を
含
め

広
域
的
観
光
に
も
力
を
入
れ
た

い三
．
町
職
員
の
あ
り
方
に
つ
い

て

①
行
政
組
織
、
横
の
連
携
不
足

で
は　

②
ト
ッ
プ
の
異
動
に
よ

る
事
業
変
更
・
中
止
を
ど
う
思

う
か　

③
職
員
の
配
置
は
適
材

適
所
で　

④
社
会
福
祉
士
な
ど

専
門
職
配
置
は　

⑤
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
に
三
職
種
（
保
健
師
、

社
会
福
祉
士
、
主
任
介
護
支
援

専
門
員
）
が
必
要
で
は

▼
町
長　

①
人
間
関
係
と
横
の

連
携
を
大
事
に
し
て
い
ま
す　

②
選
挙
公
約
も
あ
り
ま
す
が
継

続
性
も
大
事　

③
す
べ
て
が
適

材
適
所
と
な
ら
な
い
が
そ
れ
ぞ

れ
の
努
力
と
や
る
気
で
カ
バ
ー

し
て
い
ま
す　

④
保
健
師
又
は

佐
久
広
域
で
対
応
を
し
て
い
ま

す　

⑤
国
の
基
準
に
よ
り
保
健

師
二
名
で
対
応
し
て
い
ま
す

井
出

　紀
子

一
．
町
営
バ
ス
運
行
に
つ
い
て

①
土
日
祝
の
運
行
を
、
ま
た
ワ

ゴ
ン
車
に
よ
る
巡
回
バ
ス
の
検

討
を　

②
行
事
等
へ
の
臨
時
バ

ス
運
行
を
、
ま
た
運
転
免
許
証

自
主
返
納
者
の
た
め
町
営
バ
ス

の
充
実
を

▼
町
長　

①
平
成
十
四
年
及
び

平
成
二
十
五
年
か
ら
松
原
湖
線

以
外
平
日
運
行
に
な
っ
た
歴
史

的
経
過
が
あ
る
、
巡
回
バ
ス
等

は
町
営
バ
ス
等
運
営
審
議
会
で

引
き
続
き
検
討
し
ま
す　

②
タ

ク
シ
ー
利
用
助
成
事
業
の
充
実

に
よ
り
対
応
し
て
い
ま
す

二
．
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
場
所
に
つ
い

て

①
松
原
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
ス

ケ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
設
置
を
、

ま
た
各
公
民
館
や
観
光
案
内
所

に
も　
（
使
い
方
の
講
習
会
開

催
も
）

▼
町
長　

①
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
ス

ケ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
へ
の
設
置
は

早
速
実
施
し
ま
す
、
各
公
民
館
、

観
光
案
内
所
へ
は
要
望
を
聞
き

な
が
ら
調
査
研
究
を
し
ま
す

三
．
直
売
所
に
つ
い
て

①
新
商
品
や
安
定
し
た
加
工
品

作
り
の
た
め
専
属
ス
タ
ッ
フ
の

配
置
支
援
を

▼
町
長　

①
直
売
所
の
会
の
皆

さ
ん
と
相
談
し
必
要
と
な
れ
ば

実
施
し
た
い

倉
島

　実
希
恵

一
．
公
衆
ト
イ
レ
に
つ
い
て

①
乳
幼
児
の
お
む
つ
替
え
の
で

き
る
ト
イ
レ
が
少
な
い
、
そ
の

把
握
と
対
策
は　

②
提
案
と
し

て　

・
お
む
つ
替
え
で
き
る
場

所
の
細
か
な
案
内　

・
フ
ィ
ッ

テ
ィ
ン
グ
ボ
ー
ド
（
靴
を
脱
い

で
着
替
え
で
き
る
）
場
の
設
置　

・
目
立
つ
案
内
標
示
を　

③
新

規
ト
イ
レ
整
備
及
び
イ
ベ
ン
ト

開
催
時
に
は
乳
幼
児
用
設
備
設

置
に
つ
い
て
配
慮
を

▼
町
長　

①
②
③
子
育
て
中
の

切
実
な
思
い
を
強
く
感
じ
た
、

改
修
・
新
規
の
ト
イ
レ
に
つ
い

て
は
ご
提
案
の
と
お
り
取
組
ん

で
ま
い
り
ま
す

二
．
子
産
み
子
育
て
の
町
に
つ

い
て

他
市
町
村
と
比
べ
て
①
一
番
の

ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
は
何
か　

②
金
銭
的
以
外
で
ア
ピ
ー
ル
で

き
る
支
援
策
は
何
か
（「
小
海

が
い
い
ぞ
」
を
確
認
し
町
内
外

に
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
）

▼
町
長　

①
出
産
祝
い
金
、
入

学
時
ク
ー
ポ
ン
支
給
、
保
育
料
、

オ
ム
ツ
支
給
、
住
宅
取
得
支
援
、

医
療
費
、
健
診
、
奨
学
金
、
通

学
費
支
援
、
少
人
数
学
級
、
保

育
園
加
配
保
母
な
ど　

②
金
銭

以
外
は
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
小
海

活
動
、
安
心
の
家
、
小
海
分
院

小
児
科
、
子
育
て
相
談
、
楽
習

館
児
童
図
書
充
実
、
な
ど　

主

に
は
総
合
支
援
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

に
記
載
さ
れ
配
布
し
て
い
ま
す

（
倉
島
）
乳
幼
児
用
ト
イ
レ
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
こ
ま
め
な
更

新
な
ど
心
配
り
の
具
現
化
を

篠
原

　房
子

一
．
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い

る
小
海
町
の
将
来
に
つ
い

て

①
商
工
業
等
の
継
続
に
関
わ
る
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後
継
者
問
題
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か　

②
Ｕ
タ

ー
ン
、
Ｉ
タ
ー
ン
を
希
望
す
る

人
が
安
心
し
て
移
住
で
き
る
環

境
、
特
に
仕
事
面
に
つ
い
て
の

具
体
的
な
対
策
に
つ
い
て

▼
町
長　

①
②
商
工
業
者
の
後

継
者
問
題
、
雇
用
の
場
の
確
保

が
重
要
「
商
店
街
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
た
、
人

口
増
で
は
町
外
通
勤
者
も
施
策

と
し
て
い
ま
す

（
篠
原
房
子
）
厳
し
い
状
況
の

続
く
中
で
も
、
移
住
し
た
い
と

思
え
る
環
境
づ
く
り
施
策
を
お

願
い
し
た
い

鷹
野

　マ
リ

一
．
町
の
観
光
に
つ
い
て

①
稲
子
湯
先
の
唐
沢
橋
か
ら
ミ

ド
リ
池
ま
で
の
登
山
道
が
整
備

さ
れ
た
の
で
わ
か
り
や
す
い
地

図
の
作
成
を
お
願
い
し
た
い　
　

②
年
間
イ
ベ
ン
ト
表
の
作
成
と

配
布
を

▼
町
長　

①
「
八
ヶ
岳
ア
ル
ペ

ン
ナ
ビ
」
地
図
を
希
望
者
に
配

布
し
て
い
ま
す
が
、
来
年
度
に

ト
ロ
ッ
コ
レ
ー
ル
跡
や
ヒ
カ
リ

ゴ
ケ
な
ど
の
魅
力
を
載
せ
た
ミ

ド
リ
池
ま
で
の
地
図
を
作
成
し

た
い　

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は

掲
載
し
て
い
ま
す
が
、
ペ
ー
パ

ー
で
の
作
成
・
配
布
を
検
討
し

ま
す

二
．
地
域
住
民
の
高
齢
化
と
減

少
で
起
き
る
こ
と

①
地
区
の
各
役
員
へ
の
な
り
手

不
足
に
つ
い
て
今
後
町
の
対
応

は▼
町
長　

①
町
内
に
二
十
七
地

区
あ
り
、最
小
は
二
十
三
人（
十

四
世
帯
）
か
ら
最
大
は
六
八
八

人
（
二
七
八
世
帯
）
ま
で
点
在

し
て
お
り
、
小
さ
い
区
は
そ
れ

な
り
に
体
制
維
持
し
活
動
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
後
過

疎
化
が
進
み
体
制
維
持
が
困
難

に
な
っ
た
場
合
は
、
そ
の
区
民

の
皆
さ
ん
と
し
っ
か
り
話
し
合

い
、
良
い
方
向
を
模
索
し
支
援

し
て
参
り
ま
す

小
須
田

　真
美

一
．
中
学
校
の
部
活
動
に
つ
い

て

①
新
た
な
部
を
作
り
た
い
場
合

は
ど
う
す
れ
ば
良
い
か　

②
学

習
面
と
同
じ
よ
う
に
ス
ポ
ー
ツ

面
へ
の
支
援
を　

③
子
供
た
ち

の
潜
在
力
を
引
き
出
せ
る
場
所

提
供
を　

④
チ
ー
ム
プ
レ
イ
の

ス
ポ
ー
ツ
を
南
佐
久
の
中
学
校

と
合
同
で
作
る
考
え
は　

⑤
部

活
動
の
選
択
肢
が
少
な
く
子
供

の
や
る
気
が
失
せ
て
い
る
の
で

は▼
教
育
長　

①
「
中
学
校
ス
ポ

ー
ツ
活
動
運
営
委
員
会
」
で
協

議
し
ま
す
。
②
町
バ
ス
の
手
配
、

金
銭
的
な
補
助
な
ど
支
援
し
て

い
ま
す
が
、
充
実
等
を
「
運
営

委
員
会
」
で
検
討
し
ま
す
。
③

ニ
ー
ズ
把
握
を
行
い
受
け
皿
づ

く
り
を
検
討
し
ま
す
④
練
習
場

所
、
送
迎
、
顧
問
な
ど
課
題
が

多
い
の
が
現
状
で
す
。
⑤
総
合

型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
も
選
択
肢

と
考
え
ま
す

二
．
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

運
営
委
員
会
に
つ
い
て

①
１
年
任
期
の
委
嘱
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

保
護
者
に
何
を
求
め
て
い
る
の

か▼
教
育
長　

①
説
明
不
足
で
申

し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
地
域
と
共
に
あ
る
学
校
づ
く

り
」
を
目
指
し
て
内
容
、
任
期

（
再
任
）
な
ど
協
議
し
て
ま
い

り
ま
す　

三
．
事
務
の
引
継
ぎ
、
連
絡
時

期
に
つ
い
て

①
四
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
講
演
会
の
段

取
り
が
悪
い　

②
担
当
者
の
任

期
は
何
年
か　

③
年
間
計
画
表

を
五
月
ま
で
に
配
布
を
、
ま
た

通
知
等
は
で
き
る
だ
け
早
く

▼
生
涯
学
習
課
長　

①
②
③
事

務
不
手
際
が
あ
り
ご
迷
惑
を
お

掛
け
し
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
今
後
は
ご
指
摘
の
よ

う
に
取
組
ん
で
参
り
ま
す

依
田

　久
代

一
．
若
い
世
代
の
定
着
に
つ
い

て　
・
県
外
に
進
学
・
就

職
を
し
た
者
を
呼
び
戻
す

環
境
作
り
を

①
子
育
て
世
代
住
宅
取
得
助
成

や
雇
用
定
住
促
進
助
成
を
受
け

て
い
る
者
は
ど
れ
位
い
る
か　

②
奨
学
金
条
件
付
免
除
制
度
の

実
施
の
考
え
は

▼
町
長　

①
住
宅
取
得
助
成
は

平
成
二
十
六
年
度
か
ら
現
在
ま

で
二
十
二
世
帯
で
、
雇
用
定
住

促
進
助
成
は
現
在
ま
で
十
七
名

で
す　

②
平
成
三
十
年
か
ら
の

実
施
に
向
け
今
検
討
中
で
す　

二
．
北
牧
楽
集
館
図
書
の
利
用

及
び
町
開
催
の
企
画
に
参

加
し
た
時
に
ポ
イ
ン
ト
を

付
け
る
必
要
性
に
つ
い
て

①
公
民
館
登
録
グ
ル
ー
プ
に
は

付
か
な
い
の
は
な
ぜ

▼
生
涯
学
習
課
長　

①
楽
習
館

の
利
用
促
進
の
た
め
ポ
イ
ン
ト

を
付
与
し
て
お
り
、
公
民
館
登

録
グ
ル
ー
プ
活
動
と
は
一
定
の

線
引
き
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た　

三
．
町
外
の
人
が
小
海
町
を
訪

れ
る
経
済
効
果
に
つ
い
て

①
音
楽
堂
利
用
者
の
町
内
で
の

食
事
や
買
い
物
な
ど
何
ら
か
の

調
査
・
経
済
効
果
を
考
え
て
い

る
か　

②
音
楽
堂
、
美
術
館
、

ス
ケ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
温
泉
等

の
相
乗
効
果
策
は
、
ま
た
赤
字

改
善
策
は

▼
町
長　

①
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
検
討
し
た
い
②
町
民
が
求
め

て
い
る
も
の
を
把
握
し
実
施
し
、

相
乗
効
果
策
は
実
施
し
て
い
ま

す
が
、
赤
字
緩
和
に
向
け
さ
ら

に
努
力
し
た
い　

（
依
田
）
こ
の
赤
字
が
次
世
代

へ
ツ
ケ
と
し
て
回
ら
な
い
よ
う

に
お
願
い
し
ま
す

要
点
の
み
の
掲
載
と
な
り

ま
し
た
が
、
全
内
容
の
議

事
録
を
役
場
・
総
務
課
窓

口
及
び
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
覧
頂
け
ま
す
。（
十

一
月
中
旬
か
ら
）

・
お
誕
生

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

八
月

宮
澤　
　

悠は
る　

新
司　

本
間
上

新
井　

晴せ
い

太た　

恒
司　
馬
流
元
町

九
月

広
瀬　
　

蓮れ
ん　

茂
一　

芦　

谷

篠
原　

花か

楽ぐ
ら　

卓　
　
土
村
栄
町

・
ご
結
婚

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

九
月

　

黒
澤　

博
登　
　

箕　

輪

　

古
川
美
菜
見　
　

上
田
市

　

佐
藤　

昌
治　
　

松　

原

　

木
次
え
み
子　
　

北
相
木

・
ご
逝
去

　

お
悼
み
申
し
上
げ
ま
す
。

八
月

倉
根　
　

毅　

86
歳　
馬
流
元
町

井
出
甲
子
郎　

93
歳　

稲　

子

堀
込
み
さ
を　

96
歳　
馬
流
本
町

田
中
利
惠
子　

67
歳　
馬
流
元
町

九
月

浅
沼　

義
親　

70
歳　

東
馬
流

（（



第 4 9 9 号 平成29年11月10日(　)11 役場からのおしらせ

　太陽光発電設備の償却資産の申告対象は、賦課期日（毎年 1 月 1 日現在）において資産の所有権を取
得し、その資産を事業の用に供しており、電気事業者が発行する「電気需給契約に関するお知らせ」の
需給開始日が到来している太陽光発電設備が対象です。

　償却資産は固定資産税で、土地、家屋以外の事業のために用い
ることができる資産をいい、1.4％の税率で課税されることにな
ります。
　本年の償却資産の申告書の提出期限は平成30年 1 月末になりま
す。申告書用紙は役場に備え付けてございますので、お問い合わ
せください。

太陽光発電設備は、償却資産として原則申告が必要です

申

　告

　必

　要

所 有 者 備　　　　　考

法　人 買取方式に係わらず申告を必要とします。

個人（事業用）

買取方式に係わらず申告を必要とします。

※全量買取（発電された電気は、別回線で直接、電気事業者に売電）の場合

は、屋根に設置した場合でも、収益を得ることを目的とした資産とみなせ

るため、申告を必要とします。

個人（住宅用）

余剰買取（自宅内の家電等にて消費を行い、自家消費せず余った電気を電気

事業者が購入。）の場合、個人利用を主な目的とした資産とみなせるため、

申告を必要としません。

自治会（区） 非収益事業である公民館事業となるため申告の対象外。

申

　告

　不

　要

町税等納期のお知らせ 〈平成29年11月～平成30年1月の納期は下記のとおりです〉

町税等の口座振替をご利用の方は納付月の26日が振替日となります。
前日までに残高の確認をお願いいたします。
※26日が土・日・祝日の場合は翌平日に振替えます。
窓口納付の方につきましては、納期限が各納付月の月末となります。
窓口納付の方は、便利な口座振替納付のご利用をおすすめします。
納税が遅れますと督促状が送られ督促手数料が発生しますので、必ず納期限内に納税をお願いいたします。

口座振替日

11月27日㈪

12月26日㈫

　1　月26日㈮

町県民税 固定資産税 国民健康
保 険 税 介護保険料 後期高齢者

医療保険料

４期

４期 ５期

６期

７期

５期

６期

７期

５期

６期

７期



平成29年11月10日 第 4 9 9 号 (　)12役場からのおしらせ

配偶者控除と配偶者特別控除の改正について

お問い合わせ　総務課税務係　92－2525

　平成31年度の個人住民税より、配偶者控除と配偶者特別控除の
適用基準が変更になります。なお、平成31年度の個人住民税は、
平成30年中の収入を基に計算されます。

①配偶者控除の改正
　改正前は、納税者本人の収入要件はありませんでしたが、改正
後は下図のとおり、納税者本人の収入額により控除額が減少しま
す。なお、配偶者の収入要件の103万円（所得で38万円）は変わ
りません。

②配偶者特別控除の改正
　改正前は、配偶者の収入要件が141万円（所得で76万円）未満まででしたが、改正後は、配偶者の収
入要件が201万円（所得で123万円）以下まで引き上げられました。ただし、下図のとおり、納税者本人
の収入額により控除額が減少します。

※本改正はあくまでも控除適用条件の改正であり、配偶者自身の収入が増加することにより、配偶者の
個人住民税や健康保険の保険料等に影響が及ぶ場合があります。

配 偶 者 控 除 額

老人配偶者控除額

155万円以下（90万円以下）

160万円以下（95万円以下）

167万円以下（100万円以下）

175万円以下（105万円以下）

183万円以下（110万円以下）

190万円以下（115万円以下）

197万円以下（120万円以下）

201万円以下（123万円以下）

配偶者の給与所得
（合計所得）

納税者本人の収入（所得）

1,120万円以下
（900万円以下）

33万円

38万円

1,120万円を超え1,170万円以下
（900万円を超え950万円以下）

22万円

26万円

1,170万円を超え1,220万円以下
（950万円を超え1,000万円以下）

11万円

13万円

納税者本人の収入（所得）

1,120万円以下
（900万円以下）

33万円

31万円

26万円

21万円

16万円

11万円

6万円

3万円

1,120万円を超え1,170万円以下
（900万円を超え950万円以下）

22万円

21万円

18万円

14万円

11万円

8万円

4万円

2万円

1,170万円を超え1,220万円以下
（950万円を超え1,000万円以下）

11万円

11万円

9万円

7万円

6万円

4万円

2万円

1万円



第 4 9 9 号 平成29年11月10日(　)1₃ 役場からのおしらせ

①平成29年分　年末調整説明会のお知らせ
　事業主の皆様を対象に、年末調整説明会を下記の日程のとおり開催いたします。
　なお、説明会では「年末調整のしかた」「給与所得の源泉徴収票等の法定調書の作成と提出の手引
き」等のパンフレットを用いて説明いたしますので、ご持参ください。
※下記のいずれかにご出席ください。

②平成29年分　青色申告決算等説明会のお知らせ
　青色申告をされる個人の方を対象に、青色決算書の作成方法や注意点などについての説明会を下記
の日程のとおり開催いたします。なお、説明会で使用する資料は、当日会場で配布いたします。

⑴　営業・不動産所得関係（対象地区が小海町の日時のみ抜粋しています。）

⑵農業所得関係

各会場とも、駐車場のスペースに限りがありますのでご注意ください。
また、お知らせの内容についてのお問い合わせは、佐久税務署までお願いいたします。
　①についての連絡先　０２６７－６７－３４６４（法人課税第一部門）
　②についての連絡先　０２６７－６７－３４６２（個人課税第一部門）

佐 久 税 務 署 か ら の お 知 ら せ

開催日

11月14日㈫

11月14日㈫

11月16日㈭

開催日

12月 7 日㈭

開催日

12月 1 日㈮

開催時間

10：00～12：00

14：00～16：00

14：00～16：00

開催時間

14：00～16：00

開催時間

10：00～12：00

開　催　場　所

佐久市佐久平交流センター　大ホール
（佐久市佐久平駅南4－1）

佐久市コスモホール　大ホール
（佐久市下小田切124－1）

開　催　場　所

小海町役場 2 階大会議室
（小海町大字豊里57－1）

開　催　場　所

佐久市佐久平交流センター
（佐久市佐久平駅南4－1）

対 象 地 区

小海町
南相木村・北相木村

対 象 地 区

全市町村



平成29年11月10日 第 4 9 9 号 (　)14役場からのおしらせ

ご意見

回　答

ご意見

ご意見

ご意見

回　答

回　答

回　答

依
田　
　

収　

様 

八
万
円

清
水　

英
之　

様 
二
万
円

菊
原　

修
二　

様 
三
万
円

君
塚　

欣
哉　

様 

二
万
円

酒
井　

直
人　

様 

一
万
円

鈴
木　
　

治　

様 

一
万
円

宮
野　

宗
雄　

様 

六
万
円

風
間　
　

茂　

様 

二
万
円

塚
田　

雅
彦　

様 

二
万
円

宮
川　

健
人　

様 

一
万
円

小
山
満
之
助　

様 

十
万
円

鹿
住　
　

皓　

様 

二
万
円

佐
藤　
　

純　

様 

一
万
円

藤
田　

兼
雄　

様 

三
万
円

藤
田　

千
佳　

様 

三
万
円

以
上
の
皆
様
の
他
一
四
九
名
の
方
々
か
ら
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

寄
付
金
合
計
金
額
は
六
百
六
十
七
万
百
円
と
な
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大
久
保
和
敏　

様 

五
万
円

池
田　
　

勝　

様 

一
万
円

道
端　

好
英　

様 

六
万
円

遠
藤　

章
雄　

様 

十
万
円

山
口　
　

進　

様 

三
万
円

吉
川
光
太
郎　

様 

二
万
円

佐
野　

松
江　

様 

二
万
円

篠
原　

忠
利　

様 

一
万
円

宮
坂　

健
介　

様 

一
万
円

松
平　

照
彦　

様 

五
万
円

青
木　

武
晴　

様 
五
万
円

海
上　

英
治　

様 
一
万
円

宮
田　

洋
平　

様 
五
万
円

篠
原　

範
昭　

様 

二
万
円

坂
牧　

雅
美　

様 

一
万
円

多
く
の
寄
付
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ふ
る
さ
と
納
税
者
（
七
月
か
ら
九
月
分
）

町政ご意見箱 意見一覧（各課別）　９月分
（財産区議会広報の発行について）
千代里財産区、北牧財産区、議会の組織、予算決算、報酬、審議案件等、町民は中身がわからな
いので、年 1回議会広報（議会だより）の発行をすべきと思います。

四財産区連絡協議会において協議いたします。

（議会一般質問について）
第 2回定例会が終了した訳ですが、当選したからには公約の実現に向けて一般質問すべきではな
いか、質問できないのかしないのか、有権者の皆さまはどのようにお考えか。 3月議会だよりに
年間質問回数状況表を設けるべきではないか。

12月に行われる第4回定例会全員協議会において協議いたします。

（地区懇談会開催について）
今年も地区懇談会開催予定はあるのか。あるならば、昨年開催時の意見要望等についてどのよう
に対応したのか、資料作成の上で臨まれたい。聞き流し程度の懇談会ならば開催しない方がいい
のではないか。

今年度の地区懇談会は行わないこととしましたが、地区からのご要望やご意見は地区担当者等で
いつでも受付をしております。要望等への対応につきましては、文書等で回答をしております。

（古い町営住宅修繕について）
馬流元町、馬流団地、小海団地等、空室で外観の見苦しいところがある。今後も使用する予定で
あれば修繕を願いたい。

馬流元町団地に関しては、募集をせず、入居者がいなくなり次第解体予定になるため、修繕を行
っていません。
馬流団地・小海団地に関しては、入居者がいるため、破れた障子等の張替えをしていただくよう
に、入居者にお願いをし、空室が発生した場合は維持修繕を行っていきます。

議
会
事
務
局

議
会
事
務
局

総　
　
務　
　
課

町　
　
民　
　
課



第 4 9 9 号 平成29年11月10日(　)15 役場からのおしらせ

　インフルエンザワクチンは、重症化や死亡の防止に一定の効果が期待されていますが、感染防止
の効果は証明されておらず、接種しても感染しないわけではありません。ワクチン接種により、接
種部位がはれたり、熱が出るなどの副反応症状がでたり、ごくまれに重篤な症状を引き起こす事も
あります。接種によって期待される効果と副反応についてご理解していただいたうえで、接種を希
望する方は、直接、各医療機関にお問い合わせ下さい。《どなたでも希望により接種（任意接種）
できます。》

①接 種 期 間：平成29年10月接種開始から平成30年3月31日まで(ワクチンがなくなるまで)
②接 種 方 法：医療機関での個別接種（直接予約・お問い合わせして下さい。）
③接 種 費 用：1,000円
 （予防接種1回4,500円のうち、3,500円を町で補助します。医療機関によっては接

種金額が変わりますが、個人負担額は変わりません。）
（対象者は下記表参照）

※病院の窓口で、各自 1,000円をお支払い下さい。
※医療機関によっては、償還払い（病院窓口で一旦料金を支払い、後日役場にて申請

後、ご指定口座へ振込みます）の場合もあります。領収書必須。
④接種医療機関：佐久総合病院小海分院・小海診療所（町外の医療機関でも接種できます。）

※乳幼児・児童・生徒の皆さんは原則、小児科医のいる小海分院で接種をお願いしま
す。

※基礎疾患が有り、かかりつけ医師がいる方は、その医療機関で接種できます。
⑤助成対象者及び助成金額：

・満60歳から64歳で、心臓，腎臓または呼吸器の機能に障害があり身の回りの生活を極度に制限され
る方、またはヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に障害があり日常生活がほとんど不可能な方。

・生活保護の方は全額助成となります。

※医療機関によっては接種金額が変わりますが、個人負担額(1,000円)は変わりません。

※ご不明な点は、小海町役場 町民課 保健係（電話92－2525）までお問い合わせ下さい。

助成対象者

生後6ヶ月以上～
中学生の方

満65歳以上の方・
下記に該当される方

接種金額

1回につき4,500円

4,500円

町からの助成金額

1回につき3,500円

3,500円

個人負担額

1回につき1,000円

1,000円

「インフルエンザ予防接種」と
接種費用の助成についてのお知らせ



平成29年11月10日 第 4 9 9 号 (　)1₆役場からのおしらせ

優
秀
作
品
の
ご
紹
介

「
減
塩
」
に
関
す
る
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト

「
減
塩
」
に
関
す
る
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト

「
減
塩
」
に
関
す
る
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト

佐
久
地
域
食
育
推
進
連
絡
会
議〝
さ
く
〞っ
と
う
す
味
み
ん
な
で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

長
野
県
は
高
血
圧
を
原
因
と
す
る
脳
卒
中
の
死
亡
率
が
高
い
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

小
海
町
も
高
血
圧
が
健
康
課
題
で
す
。

ち
ょ
っ
と
気
を
つ
け
る
の
積
み
重
ね
で
塩
分
を
減
ら
し
て
血
圧
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
ま
し
ょ
う
。

 

あ
と
少
し
　
減
ら
す
塩
分
　
増
や
す
愛

　
　
　
　
　
　
　
都
築
ひ
ろ
み 

様
（
佐
久
市
）

入
選
入
選

 

減
塩
で
　
素
材
の
旨
味
　
生
き
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
柳
澤
　
徳
子 

様
（
佐
久
市
）

入
選
入
選

 

う
す
味
に
　
慣
ら
さ
れ
慣
れ
た
　
知
ら
ぬ
間
に

　
　
　
　
　
　
　
永
井
　
禎
一 

様
（
立
科
町
）

 

お
つ
ゆ
の
実
　
た
ん
と
入
れ
れ
ば
　
減
塩
に
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　皆さん、お家で血圧は測っていますか？これから血圧が上がりやすくなる季節です。高血圧は認知症や脳
卒中にも深い関係があります。高血圧予防のために正しい血圧の測り方、正しいラジオ体操を学びませんか。
お茶を飲んで楽しく、得する時間を過ごせて一石二鳥です！
　各地区公民館で開催しますので、ぜひご参加ください。なお、必要な方は送迎もしますのでお気軽にご連
絡ください。
１．対象者　住民の方ならどなたでも
２．内　容　・正しく測ろう！私の血圧　・正しいラジオ体操　・塩分チェックと減塩のススメ
３．持ち物　自宅で使用中の血圧計や眠っている血圧計をお持ちください
４．11 月 13 日以降の日程表

公民館へお出かけください
　出張 !! すこやか保健室

11月13日㈪　午前10時～11時30分

11月14日㈫　午前10時～11時30分

11月15日㈬　午前10時～11時30分

11月15日㈬　午後 1 時30分～ 3 時

11月16日㈭　午前10時～11時30分

11月17日㈮　午前10時～11時30分

11月17日㈮　午前10時～11時30分

11月17日㈮　午後 1 時30分～ 3 時

11月17日㈮　午後 1 時30分～ 3 時

12月 4 日㈪　午前10時～11時30分

12月12日㈫　午前10時～11時30分

12月12日㈫　午前10時～11時30分

12月12日㈫　午後 1 時30分～ 3 時

月　　　　　日 月　　　　　日
卒道公民館

大畑公民館

笠原公民館

宿渡公民館

芦谷公民館

馬流公民館

土村集会施設

杉尾公民館

箕輪公民館

川平公民館

八那池公民館

東馬流公民館

本間川公民館

会　場 会　場

我が家の血圧計の正しい使い方を確認しましょう！



第 4 9 9 号 平成29年11月10日(　)1₇ 役場からのおしらせ

　今年度100歳を迎える稲子の
井出はるのさんに内閣総理大臣
賞、長野県知事賞、小海町長か
らのお祝い状と記念品が贈られ
ました。
　町には今年度100歳を迎えら
れた井出さんを含め、100歳以
上の方が10名おいでになります。

平成29年度敬老の日記念事業
100歳を迎える皆さんにお祝い状贈呈

お元気ですか？ 地域包括支援センターです
　今は高齢者の4人に1人が認知症の人又はその予備軍といわれています。認知症の人の意思が尊重さ
れ、できる限り住み慣れた地域で自分らしく暮らし続けることができる社会の実現を目指すため、国は
新オレンジプランを作成し認知症について取り組んでいます。その中の1つの施策として今年度から小
海町でも認知症初期集中支援チームを設置しました。物忘れが激しくなってきたが受診を嫌がる等対応
に困る方がいたら、チーム員で訪問したりかかりつけ医と連携したりして、自立した生活のサポートを
行います。困ったら悩まず、包括支援センター（91－2200）まで気軽にご連絡ください。

ありがとうございました

　馬流清水町の清水始様から、介護用品を寄付していただきました。地域包括支援センターで有効に活
用させていただきます。

　子どもたちが健やかに成長していくためには、家庭の温かい愛情が大切です。しかし、様々な事情から家庭
で暮らすことができない子どもたちがいます。
　このような子どもたちを自らの家庭に迎え入れ、温かい愛情の中で育ててくださる方を「里親」といいます。
　住民の皆様に里親制度について理解していただくとともに、新規の養育里親の開拓を目的に、下記のとおり
フォーラム（里親制度の説明、映像視聴等）を開催します。皆様のご参加をお待ちしています。

日　時：平成29年12月10日㈰　 午後 1時30分から 3時30分まで
会　場：東御市総合福祉センター　（東御市沓掛197）
申込み：参加を希望する方は①氏名、②連絡先を、12月 1 日㈮までに長野県児童相談所広域支援センター

へお申込みください。

【問い合わせ、申込み先】長野県児童相談所広域支援センター　　
　　　　　　　　　　　　Eﾒｰﾙ：koiki-shien@pref.nagano.lg.jp　電話：026－238－8030　FAX：026－238－8025

「里親（家庭養護）推進フォーラム
～こどもたちの幸せのために～」の開催について
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平成29年11月10日 第 4 9 9 号 (　)18役場からのおしらせ

　町では、子育て中の保護者を対象に月1回、子育て教室「はぐく
みサロン」を開催しています。
　専門家による「子育て教室」や、親御さん同士の交流など、保育
士やお友達と一緒に遊ぶお子さんの姿を見ながら様々な体験をする
ことができます。
　また、保健師・栄養士への個別相談もできますので、お気軽にお
出かけください。

　

　詳しい教室の内容・開催日は町のホームページをご覧いただくか、
町民課保健係（℡ 92－2525）までお問い合わせください。

子育て小海

連載№20

子育て教室「はぐくみサロン」子育て教室「はぐくみサロ子育て教室「はぐくみサ子育て教室「はぐくみサロン」子育て教室「はぐくみサロン」

開催日時：月1回
　　　　　午前10時00分～午前11時30分
場　　所：小海なかよし児童館
対 象 者：子育て中の保護者とお子さん

　小海町交通安全協会では、秋の全国交通安全運動に合わせ、 9月21日㈭～30日㈯の期間に町内 5箇所
において、朝、街頭指導を行いました。
　10月 5 日㈭午前10時より、小海保育園にて交通安全教室
が行われ、小海町交通安全協会も参加しました。
　今回の交通安全教室には、長野県警よりマスコットキャ
ラクターであるライチョウのライポくん・ライピィちゃん
に来ていただき、園児のみなさんと一緒に横断歩道での交
通ルールを学びました。
　町民の皆様には日ごろから交通安全にご協力いただいて
おります。これか
らも、より一層交
通安全に心がけて
いただき、交通事
故のない安心・安
全な町づくりにご
協力お願いいたし
ます。

小海町交通安全協会 フォトニュース



シリーズ
防災 ㉔

　もしものときの準備、できていますか？災害発生時
の行動と「そなえ」について、もう一度、家族や職場
で話し合ってみましょう。
国民保護情報の発令、どうする？
「国民保護情報」とは、日本に対する外部からの武
力攻撃、あるいは大規模なテロなどが迫っていると
き、または、発生したときに関係する地域の方に注
意を呼びかけるための情報です。
国民保護情報が出たら
テレビ・ラジオ・インターネットや
　防災行政無線から国民保護情報が流れたら
◦直ちに、身の安全を確保する !
◦テレビやラジオをつけて、落ち着いて情報を収集
する !

時間がない、そんなとき、どうするの？
　屋内の場合
◦ドアや窓を閉める。
◦ガス、水道、換気扇を止める。
◦ドア、壁、窓ガラスから離れて座る。
　屋外の場合
◦丈夫な建物や地下街など屋内に避難する。
◦自動車の場合は、道路に車両を止める。
◦車を置く際には、キーを付けたまま、左側に寄せ
る。

急な爆発が起こった場合
◦姿勢を低くし、身の安全を守りましょう。
◦物が落下している場合は、テーブルの下に身を隠
しましょう。
◦爆発が起こった建物などからは、速やかに離れま
しょう。

火災が発生した場合
◦できる限り低い姿勢をとり、急いで建物から出ま
しょう。
◦口と鼻をハンカチなどで覆いましょう。
ガレキに閉じ込められた場合
◦爆発などのおそれがあるため、ライターなどに火
をつけないこと。
◦粉じんなどを吸い込むおそれがあるため、むやみ
に動き回らない。
◦動く際には、口と鼻をハンカチなどで覆いましょ
う。

◦自分の居場所をまわりに知らせるために、配管な
どをたたく。
◦粉じんなどを吸い込むおそれがあるので、大声を
上げるのは最後の手段としましょう。

弾道ミサイルが発射された場合
◦「弾道ミサイル落下時の行動について」を参考に
冷静に行動すること。

「もしも」のときにそなえよう!

メッセージが流れたら

弾道ミサイル落下時の
行動について

弾道ミサイルは、発射からわずか10分もしないうちに到達する可能
性もあります。ミサイルが日本に落下する可能性がある場合は、国
からの緊急情報を瞬時に伝える「Jアラート」を活用して、防災行政
無線で特別なサイレン音とともにメッセージを流すほか、緊急速報
メール等により緊急情報をお知らせします。

首相官邸 
ホームページ

Twitterアカウント 
首相官邸災害・危機管理情報 

@Kantei_Saigaiwww.kantei.go.jp/

弾道ミサイル落下時の
行動

弾道ミサイルは、発射からわずか10分もしないうちに到達する可能

❶速やかな避難行動
❷正確かつ迅速な情報収集

国民保護ポータルサイト

行政からの指示に従って、落ち着いて行動してください。

http://www.kokuminhogo.go.jp/shiryou/
hogo_manual.html

武力攻撃やテロなどから身を守るために

ミサイル落下時には、こちらから政府の対応状況をご覧になれます

事前に確認しておきましょう。

物陰に身を隠すか、 
地面に伏せて頭部を守る。

窓から離れるか、 
窓のない部屋に移動する。

屋外に 
いる場合

建物が 
ない場合

屋内に 
いる場合

落ち着いて、直ちに行動してください。

近くに 
ミサイル 
落下！

●屋外にいる場合：口と鼻をハンカチで覆い、現場から 
直ちに離れ、密閉性の高い屋内または風上へ避難する。
●屋内にいる場合：換気扇を止め、窓を閉め、目張りをし
て室内を密閉する。

Jアラート  (例) 直ちに避難。直ちに避難。直ちに建物の
中、又は地下に避難して下さい。ミサイルが落下する可能
性があります。直ちに避難して下さい。

近くの建物の中か 
地下に避難。
（注）できれば頑丈な建物が望ましいものの、近くになければ、

それ以外の建物でも構いません。

メッセージが流れたら

弾道ミサイル落下時の
行動について

弾道ミサイルは、発射からわずか10分もしないうちに到達する可能
性もあります。ミサイルが日本に落下する可能性がある場合は、国
からの緊急情報を瞬時に伝える「Jアラート」を活用して、防災行政
無線で特別なサイレン音とともにメッセージを流すほか、緊急速報
メール等により緊急情報をお知らせします。

首相官邸 
ホームページ

Twitterアカウント 
首相官邸災害・危機管理情報 

@Kantei_Saigaiwww.kantei.go.jp/

❶速やかな避難行動
❷正確かつ迅速な情報収集

国民保護ポータルサイト

行政からの指示に従って、落ち着いて行動してください。

http://www.kokuminhogo.go.jp/shiryou/
hogo_manual.html

武力攻撃やテロなどから身を守るために

ミサイル落下時には、こちらから政府の対応状況をご覧になれます

事前に確認しておきましょう。

物陰に身を隠すか、 
地面に伏せて頭部を守る。

窓から離れるか、 
窓のない部屋に移動する。

屋外に 
いる場合

建物が 
ない場合

屋内に 
いる場合

落ち着いて、直ちに行動してください。

近くに 
ミサイル 
落下！

●屋外にいる場合：口と鼻をハンカチで覆い、現場から 
直ちに離れ、密閉性の高い屋内または風上へ避難する。
●屋内にいる場合：換気扇を止め、窓を閉め、目張りをし
て室内を密閉する。

Jアラート  (例) 直ちに避難。直ちに避難。直ちに建物の
中、又は地下に避難して下さい。ミサイルが落下する可能
性があります。直ちに避難して下さい。

近くの建物の中か 
地下に避難。
（注）できれば頑丈な建物が望ましいものの、近くになければ、

それ以外の建物でも構いません。



平成29年11月10日 第 4 9 9 号 (　)20役場からのおしらせ

第48回小海町・北相木村・南相木村花卉園芸品評会
　 9月21日㈭小海町生涯学習センター『北牧楽集館』において、第48回小海町・北相木村・南相木村花
卉園芸品評会が開催されました。 3町村の花卉農家から輪菊を中心に、71点の花が出品され、大変にぎ
やかな品評会となりました。
　本年は、春先から夏にかけて、日照・降水・気温など気象変動が激しく、台風18号の影響もあり、彼
岸物の遅れ、揃いの悪さ、園芸施設への被害が心配されましたが、花卉農家の方々の努力により、いず
れも素晴らしい作品が出品されました。特賞の「明

めい

月
げつ

」につきましては、花弁の伸び、花首、天葉との
バランス、下から上までの葉の大きさも均整がとれており、見事な輪ギクでした。受賞者につきまして
は、下記の通りです。

油 井 和 久

菊 原 孝 夫

井上みつ子

井 出 洽 治

諸 井 智 久

井上みつ子

渡 辺 邦 保

井出はつ子

氏　名

小 海 町

南相木村

小 海 町

北相木村

北相木村

小 海 町

北相木村

北相木村

住　所

明 月

笑 の 舞

舞 風 車

三 宝

ダンテパープル

精 の 波

松 風 の 恋

笑 王

品種名

特賞　佐久地域振興局長賞及び品評会長杯

１等　小海町長賞

１等　北相木村長賞

１等　南相木村長賞

１等　小海町議会議長賞

１等　北相木村議会議長賞

１等　南相木村議会議長賞

１等　長野八ヶ岳農業協同組合代表理事組合長賞

等　　　　　級　（賞）



第 4 9 9 号 平成29年11月10日(　)21 役場からのおしらせ

　10月8日(日)小海町農産物加工直売所（プチマルシェこうみ）において、秋の直売所祭りが開催され
ました。当日は、秋野菜や加工グループの方々のおやきやお饅頭、惣菜等の販売、ポップコーン、わた
あめ、豚汁のふるまいが行われ、町内外から400人を超える方にご来場いただきました。誠にありがと
うございました。
　引き続き、直売所では、大小様々なイベントを計画していきますので、多数の皆様のご来場をお待ち
しております。

高校、大学等への入学時・在学中にかかる費用を対象とした公的な融資制度です。
【ご 融 資 額】お子さま一人あたり350万円以内
【金　　　利】年1.76％　固定金利

※「母子家庭」、「父子家庭」、「世帯年収200万円（所得122万円）以内の方」または「子
ども3人以上の世帯かつ世帯年収500万円（所得346万円）以内の方」は年1.36％（平
成29年11月10日現在）

【ご返済期間】15年以内
※「交通遺児家庭」、「母子家庭」、「父子家庭」、「世帯年収200万円（所得122万円）以内
の方」または「子ども 3 人以上の世帯かつ世帯年収500万円（所得346万円）以内の
方」は18年以内

【お使いみち】入学金、授業料、教科書代、アパート・マンションの敷金・家賃など
【ご返済方法】毎月元利均等返済（ボーナス時増額返済も可能）
【保　　　証】（公財）教育資金融資保証基金（連帯保証人による保証も可能）

　　詳しくは、HP（「国の教育ローン」で検索）または教育ローンコールセンター
　　（０５７０－００８６５６（ナビダイヤル）または（０３）５３２１－８６５６）
　　までお問い合わせください。

秋 の 直 売 所 祭 り が 開 催 さ れ ま し た

お子さまの教育資金を「国の教育ローン」（日本政策金融公庫）がサポート！



平成29年11月10日 第 4 9 9 号 (　)22役場からのおしらせ

　

フォトトピックスフォトトピックス
2017 OSJ KOUMI 100
トレイルランニングレース
シリーズ第10戦
　小海町・小海町観光協会の協力により、
平成29年10月7日㈯から9日（月・祝）に
2017OSJ KOUMI 100トレイルランニン
グレースを、松原湖高原スケートセンター
を主会場に開催しました。
　八ヶ岳の中腹2,100mまで駆け上がり、
標高差1,000m、1周32kmコースを5周回

する大変過酷なレースです。本年度は天候も良く完走者も昨年より増えました。
　観光協会と商工会青年部の皆さんに、8日早朝から9日夕方まで通しでお手伝いいただき、小海産のそば等
を選手とその家族等に振る舞いました。
参加者：333名　完走者：126名

小海町紅葉ウォークが開催されました
　小海町観光協会と小海町の共催により、平成
29年10月15日㈰に小海町紅葉ウォークを開催し
ました。今年は前日から雨が降り続き、悪天候の
中ではありましたが94名の方にご参加頂きまし
た。
　雨天のため、スケートセンターテントハウスを
スタートとゴールに初めて設定し、出発式での小
海高校吹奏楽班及び小海中学校吹奏楽部の素晴ら
しい演奏や、りんご、はちみつ、ワインの試飲販
売、ウインナー、まんじゅう、おにぎり等8店舗
の出店がありました。
　かき揚げそばの振る舞いもあり、参加者からは、
「雨でも楽しみに来たよ」、「来年も参加します」と温かいお言葉を頂きました。雨で寒い中での開催となりま
したが、各店工夫を凝らし、温かいおでんやお汁粉の販売で会場も和んだ雰囲気となりました。
　来年も開催を予定していますので、町民の皆様のご参加をお待ちしております。

10月8日午前5時　スタート前の様子

第29回 氷上トライアスロン小海大会 参加者・スタッフ募集!
　平成30年1月28日㈰、小海リエックス・松原スケートセン
ターを主会場に、第29回氷上トライアスロン小海大会を開催
します。
〈参加者募集〉

マイナス15度の極寒の地で体力の限界に挑みます！
スラロームスキー3㌔・ランニング16㌔・スケート10㌔。
この氷上のトライアスロンに挑戦する鉄人を募集します。

〈スタッフ募集〉
本大会のお手伝いをして頂けるボランティアを募集します。

〈申込み・問合せ〉
氷上トライアスロン小海大会事務局（小海町役場 観光課）℡0267−92−2525
大勢の皆さんの沿道でのご声援もお待ちしています。
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小海町インフォメーション小海町インフォメーション
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①建築施工系木造建築科　　　134,000円から　 3年　週 1日

②木材加工系木工科　　　　　134,000円から　 3年　週 1日

③建築仕上系左官・タイル科　154,000円から　 3年　週 1日

④塗装系建築塗装科　　　　　154,000円から　 2年　週 1日

⑤設備施工系配管科　　　　　174,000円から　 3年　週 1日

募　　集　　科 授業料／年 授業日訓練
期間

し
ま
す
。
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子 育 て 支 援 だ よ り

　10月6日㈮、35名の児童がバスハイ
クに参加しました。今年のバスハイクは
群馬県で『こんにゃくパーク見学＆自然
史博物館見学』をしてきました。『こん
にゃくパーク』では工場見学の他に、自
分でこんにゃくゼリーを作る体験をした
り、大きな足湯に入り楽しみました。
『自然史博物館』では地球や生命の歴史
を学んできました。大きくて大迫力の恐
竜展示は子ども達に大人気でした！

　　　　楽しかったよ！ バスハイク元気な小海っ子

子育て支援センター事業
★おもちゃランド
・₁₂月₁₉日㈫　₁₀時～　「クリスマス会」
★パパ・ママ　カンガルー広場
・₁₂月 ₇ 日㈭　₁₀時～　「クリスマス小物作り」
★はぐくみサロン
・₁₂月₂₁日㈭　₁₀時～　「ママも素敵な女性」

児童館事業
★子ども教室
・₁₂月₁₃日㈬　放課後～　「しめ縄教室」
・₁₂月₁₆日㈯　 ₉ 時～　　「クリスマス会」

次世代育成事業
★元気な小海っ子
・₁₂月 ₃ 日㈰・₂₄日㈰　　 「親子スケート教室」
★こども探検隊
・₁₂月 ₉ 日㈯　 ₉ 時～　　「土器クッキング」
※詳しくはチラシをご覧ください

１２月の子育て支援教室
お問い合せ

小海なかよし児童館　９２−２５８０

１１月は児童虐待防止推進月間です【いちはやく 知らせる勇気 つなぐ声】

児童虐待は社会全体で解決すべき問題です。あなたの1本のお電話で救われる子どもがいます。

お問合わせ：佐久児童相談所　℡ 0267－67－3437
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◆白樺結婚相談（小海町・佐久穂町・南相木村・北相木村）
　・₁₁月₁₉日㈰　₁₃時～₁₆時　南相木村公民館
　・₁₂月₁₇日㈰　₁₃時～₁₆時　佐久穂町社会福祉センター
　　　　　　　　　　　　　　『こまどり』
　※ご本人でもご家族でも結構です。
◆小海町結婚相談

月～金曜日の ₈ 時₃₀分～₁₉時まで、小海なかよし児童館
にて受付ております。または、お近くの結婚相談員さん
にもお気軽にご相談ください。

結婚推進事業 ～婚活のすすめ～

平成30年度　小海保育所入所のご案内
　町では、平成30年度小海保育所入所申込を受け付けま
す。入所する際には、町から保育の必要性について保育の
認定を受けることが必要となります。この保育の支給認定
申請は、入所申込と同時に行います。

１、入所できる児童（入所要件）
⑴　昼間に居宅外または居宅内で労働していることを常態

としていること。
⑵　母親が妊娠中であるか、又は出産後間もないこと。
⑶　保護者が疾病にかかり、若しくは負傷し、又は精神若

しくは身体に障害を有していること。
⑷　長期にわたり疾病の状態にあるか、又は精神若しくは

身体に障害を有する同居の親族を常時介護しているこ
と。

⑸　求職活動を行っていること。
⑹　町長が前各号に類すると認める状況にあること。等

　上記のような入所要件があります。入所申込みと支給認
定申請が必要となります。

２、入所申込

３、入所申込に必要な書類
（小海保育所、小海なかよし児童館、役場窓口）

⑴　支給認定申請・入所申請書
⑵　入所資格認定に必要な書類
　・家庭外労働…就労証明書（事業所証明、源泉徴収票（写））
　・家庭内労働…（農業内職等の証明書）

・妊娠出産、疾病負傷、障害病人介護…母子手帳（写）、
身障手帳療育手帳（写）、医師の診断書又は状態のわか
るもの　

４、保育利用料（保育料）算定に必要な書類
（平成29年1月1日現在小海町に住所がある方は必要ありません）

⑴　会社員、公務員等…前年分給与所得の源泉徴収票（写）
⑵　自営、農業者等…前年分確定申告書（写）

○詳細不明な点等は、小海保育所(電話９２－２３５１)に
お尋ね下さい。

区　　分
⑴　新　　規
　　入 所 者 11月13日～11月30日

受 付 期 間

小海保育所

受 付 場 所

⑵　継　　続
　　入 所 者

11月20日～11月30日
（園児を通じて継続入所申込書配布）

⑶　途中入所
　　予 定 者 途中に入所希望の場合は早めにご相談下さい。

４町村合同
クリスマスパーティー★

日時：12月17日㈰

TEL ９２－2580

場所：ほのBuono
会費：男性 3,000円　女性 2,000円
定員：男性15名　　　女性15名

お問合わせ：小海児童館

小海町結婚新生活支援事業補助金を開始しました
★小海町で新婚生活をスタートする世帯を応援するため、新生活を始めるための費用を助成します。

対 象 者　H29年10月1日以降に婚姻届を提出し受理され、小海町に居住する夫婦。
　　　　　(どちらか一方が町内に居住している場合も可)　　　
対象経費　１、結婚による住宅購入費用
　　　　　２、結婚による賃貸費用(賃借料・敷金・礼金等)
　　　　　３、結婚による引越し費用(業者等への支払分)
補助金額　24万円(上限額)
　　　　　※詳細については子育て支援課までお問合わせください。

お問合せ：子育て支援課
（小海児童館）92－2580
（小海保育所）92－2351
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平成29年度小海町社会福祉協議会会費納入について
ご協力ありがとうございました

〈編集・発行〉社会福祉法人　小海町社会福祉協議会／〒384－1103　長野県南佐久郡小海町大字豊里805番地　ＴＥＬ．92－4107㈹　ＦＡＸ．92－2457

～理念～　誰もが皆、自分らしく生きる為に、支え合う地域づくりを目指します。

やすらぎ園だより
No.157

～タイからのお客様～
　10月４日㈬〝二輪草の会〟にタイのサンクスという町
から介護研修として、介護士（民生児童委員）11名、看
護師2名の方たちが「音楽テラピー」の見学に訪れました。
　これは、ＪＩＣＡ（（独）国際開発協力機構）草の根技術
協力事業で「タイ、チェンブリ県における町ぐるみ高齢者
ケア・包括プロジェクト　－サンクス町をパイロット地域として－」というもので、佐久大学が平成
28年から実施しているプロジェクトだそうです。おもに佐久市内の施設見学や講義を聞き、たまたま
音楽療法士の先生の日程が小海町の〝二輪草の会〟に入っていた事から今回の見学となりました。以前
来日した研修生が1番印象に残り、また、すぐに実践できるプログラムが「音楽テラピー」だったとい

う事で、今回見えた13名の方たちも、とても熱心にメモ
や動画などを撮ったり、指体操など一緒に行いながら見学
していたので、タイでの地域高齢者のケアに生かしていた
だけるのではないかと思いました。二輪草の会のみなさん
も言葉は通じなくても、ジェスチャーや、通訳さんを通し、
コミュニケーションをとるなどして、とても貴重な時間を
過ごす事ができました。

社協会費は、上記の事業に活用させていただいております。
また、交付金としまして、地区で集めた合計の20％を毎年地区に交付しています。

会費納入額　１，４４９件　　２，６１１，５００円
事　　業　　名 事　業　内　容

地域福祉推進事業

希 望 の 旅 事 業

介 護 予 防 事 業

月１回の食事サービス事業・２月開催の健康福祉まつりを実
施して、特に地域福祉事業を推進しています。

日ごろ旅行などの機会が少ない障がいを持った方に旅行の機
会を提供する事業です。

介護予防を中心として、家に閉じこもりがちな高齢者の日常動
作訓練、社会的孤立感の解消を目指す。

介護予防教室 二輪草の会
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　共同募金は都道府県ごとに行われています。災害の時などの例外を除き、集まった募金の約
70％は寄付した地域（市町村）で「自分の町を良くするしくみ」のために役立てられている募
金です。
　また、歳末たすけあい運動は地域のたすけあいや支え合い活動等、住民の主体的な参加によっ
て取り組まれている福祉活動等を支援・推進する事を主旨として毎年実施されているところです
が、今年度は、社会的孤立や生活困窮者、虐待、権利侵害などの生活課題を抱えた方々、自然災
害により被災した方々への支援活動、体制整備等を引き続き推進するために活用されます。
　小海町ではこの2つの募金を一緒に集めさせていただいております。今年度も各区の日赤奉仕
団員さんが各戸へ伺い集めさせていただきますので、皆様のご協力を宜しくお願い致します。

　　　　　　花を愛する会
あゆみ園の子どもたちと「ジャガイモ掘り」を行いました

共同募金会　小海町支会より

赤い羽根共同募金・歳末たすけあい運動のお願い

ボランティアグループ紹介

　9月15日㈮やすらぎ園の畑で行いました。ボランティアグループ「花を愛する会」を中
心に「更紗どう暖の会」、母子通園施設「あゆみ園」の子ども達や先生も一緒に参加して
くれました。花を愛する会では、毎年「菊の花」を育てて小海町内の福祉施設へ置かせて
いただいています。今年は「菊の花」の他に「じゃがいも」を植えて、育てていました。
　じゃがいももたくさん採れ、子供たちも大喜びでした。採れたじゃがいもは、やすらぎ
の家にも配りました。

善意銀行御礼
（７月～９月）

黒　澤　景一郎　　様　（中　村）
小　山　明　子　　様　（宿　渡）
　皆様からのご厚意にお礼申し上げます。
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湖
畔
の
〈
ギ
ャ
ラ
リ
ー
創
〉
で

「
草
木
染
の
会
」
小
海
教
室
・

東
京
教
室
の
会
員
二
十
名
に
よ

る
作
品
展
が
開
か
れ
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
〈
生
活
を
彩
る
草
木

染
〉
で
、
そ
の
中
で
藍
染
と
柿

渋
染
の
多
様
性
へ
の
意
欲
的
な

取
組
み
に
よ
る
作
品
が
多
く
見

ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
作
品
展
も

四
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
が
、

制
作
者
夫
々
の
個
性
を
生
か
し

た
作
品
が
目
を
惹
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
刺
繍
や
レ
ー
ス
の

得
意
な
人
、
刺
し
子
の
得
意
な

人
、
チ
ク
チ
ク
と
縫
絞
り
の
得

意
な
人
、
大
胆
な
板
絞
め
絞
り

や
ガ
ラ
ス
瓶
ま
で
絞
り
の
材
料

に
す
る
人
、
バ
ッ
グ
作
り
や
服

作
り
に
得
意
な
人
、
手
描
き
布

絵
や
型
染
が
で
き
る
人
な
ど
、

各
人
の
個
性
や
ア
イ
デ
ィ
ア
を

駆
使
し
て
の
作
品
で
会
場
を
賑

わ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
東
京
教

室
に
男
性
が
一
人
居
ら
れ
毎
回

ユ
ニ
ー
ク
な
作
品
作
り
で
す
が
、

今
回
は
「
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
農
家

の
一
日
」
と
し
て
作
業
服
か
ら

エ
プ
ロ
ン
、
帽
子
、
靴
下
、
手

拭
ま
で
を
藍
染
で
仕
立
て
上
げ

ま
し
た
（
岡
山
の
ジ
ー
ン
ズ
生

地
を
自
ら
購
入
し
、
縫
製
は
家

族
の
協
力
で
）。
今
回
の
作
品

作
り
で
の
大
き
な
特
徴
と
し
て

暖
簾
、
テ
ー
ブ
ル
セ
ン
タ
ー
、

壁
掛
け
（
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
）
の

大
型
作
品
と
ブ
ラ
ウ
ス
や
柿
渋

染
の
服
作
り
で
し
た
。
藍
染
で

は
絞
り
染
技
法
を
駆
使
し
て
大

胆
で
個
性
的
な
作
品
が
。
柿
渋

染
で
は
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
技
法
や

型
染
、
刺
繍
技
法
で
高
い
付
加

価
値
性
を
感
じ
さ
せ
る
作
品
に
。

服
作
り
で
は
大
判
の
ス
ト
ー
ル

を
ブ
ラ
ウ
ス
に
仕
立
て
上
げ
る

ア
イ
デ
ィ
ア
、
特
に
個
性
的
な

柿
渋
染
服
が
二
点
出
品
さ
れ
て

多
く
の
人
の
目
を
惹
い
た
よ
う

で
す
。
草
木
染
は
、
各
々
の
生

活
の
知
恵
を
生
か
す
こ
と
で

〈
生
活
に
彩
り
〉
を
与
え
て
く

れ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
伝
統
的
な
技
を
学
び

な
が
ら
〈
生
活
を
彩
る
草
木

染
〉
を
追
求
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

この広報紙は環境にやさしいインキを使用しています。

小海の植物小海の植物

染めごよみ�
文・写真／四反田　有弘

「草木染の会」主宰　森林インストラクター

フォトニュース

今年も小海大使の遠藤章雄さんより60万円のご寄付を頂きました

秋も深まり小海小学校のシンボルのいちょうがきれいに色づき
ました

　

美
術
館
で
は
、

開
館
二
〇
周
年
を

記
念
し
、「
弦つ

る

田た

英
太
郎
展
」
を
開

催
し
ま
す
。

　

弦
田
英
太
郎
は
、

一
九
二
〇
年
東
京
に
生
ま
れ
、

一
九
四
二
年
東
京
美
術
学
校

（
現
・
東
京
芸
術
大
学
）
油
絵

科
を
卒
業
し
ま
し
た
。
藤
島
武

二
、
ホ
ド
ラ
ー
の
弟
子
で
ス
イ

ス
人
の
コ
ン
ラ
ッ
ド
・
メ
イ
リ
、

有
島
生
馬
に
師
事
し
、
一
九
四

八
年
一
水
会
会
員
に
推
挙
、
一

九
五
〇
年
日
展
特
選
、
一
九
九

二
年
に
は
、
日
展
審
査
員
と
な

り
、
一
九
九
九
年
当
館
で
「
弦

田
英
太
郎
展
ー
京
舞
妓
ー
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
一
水
会
常
任

委
員
、
日
展
会
員
と
活
躍
さ
れ
、

惜
し
ま
れ
つ
つ
二
〇
一
四
年
に

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
本
展
で
は
、

二
〇
一
五
年
に
当
館
に
寄
贈
さ

れ
た
大
作
全
十
四
点
を
初
め
て

公
開
し
ま
す
。
弦
田
は
四
十
年

以
上
に
渡
っ
て
日
本
の
伝
統
美

の
象
徴
、
舞
妓
を
モ
チ
ー
フ
と

し
た
油
彩
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

日
本
画
に
多
く
見
ら
れ
る
舞
妓

の
モ
チ
ー
フ
を
油
彩
画
の
技
法

を
用
い
卓
抜
し
た
描
写
力
で
光

や
重
量
感
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

美
し
い
作
品
を
ご
堪
能
下
さ
い
。

〈
草
木
染
の
会
・

東
西
教
室
合
同
作
品
展
〉

　
九
月
下
旬
の
十
日
間
、
松
原

弦
田
英
太
郎
展
開
催
！

「
髪
な
お
し
」
一
九
九
八
年
、
油
彩
、
一
二
〇
号




